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フレイルの人への支援の現状
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「 フレイル ＝ 改善可能な状態 」なのに、、、
本人は老いに気づいていない、年齢を理由にあきらめてしまう。
家族や周囲の人は本人を心配して、できることを制限しがち。

元気

フレイル

要介護

・まだ人のお世話になるほど
じゃない。
・もう歳だからしょうがない。

・元々、社交的な人だからレクリエーション
が楽しいデイサービスに行かせてあげよう。
・毎朝、新聞を取りに行ってもらってたけど、
危ないから、もう行かなくていいよ。



目指す姿と取組
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高齢者がフレイルから改善して、自立した自分らしい暮らしが維持できることを目指す。
…本当にケアが必要な人に、十分なサービスを提供することにつながる。

改善

維持

元気

フレイル

要介護

１ 市民への啓発

２ 機能回復・予防の体制構築

３ 本人の望みを実現するケアマネジメント

４ 一人一人のニーズに応じる生活支援体制の整備



令和６年度 介護予防の体制
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新規事業「地域リハビリテーション活動支援事業」と既存事業「短期集中予防サービスC」の
見直しにより、フレイルから改善・自立した自分らしい暮らしが維持できる取組を進める。
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地域リハビリテーション活動支援事業

対象者：新規事業対象者（基本チェックリスト該当者）

実施者：地域包括支援センター
リハビリ専門職（医療機関・介護施設等に所属する作業療法士・理学療法士）

内 容：
リハビリ専門職が、地域包括支援センター職員に同行し、専門的知見を活かし
て対象者のケアマネジメントへの助言や指導などの支援を行う。
・身体状況に適したサービス選択についての助言
・身体機能を向上させるための自宅でできる体操などの指導
・生活環境に関しての助言



6

短期集中予防事業

対象者：事業対象者・要支援認定者

実施者：運動・栄養・口腔の専門職
（医療機関・介護施設等に所属する作業療法士・理学療法士・柔道整復師・管理栄養士・歯科衛生士・言語聴覚士）

内 容：
・提供回数：最大で12 回 ・実施期間：３か月間
・運動、栄養、口腔の回数は制限の中で組合せが可能



９月までの実績
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地域リハビリテーション活動支援事業

セルフケア短期集中予防事業（サービスC）従前相当デイ
緩和基準デイ

介護申請

３４件

７件

（令和５年度実績：６件/年）

継続中：１０件

８件４件３件



多職種連携会議
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目的
・地域リハビリテーション活動支援事業を実施する関係者が事業の目的を共通理解
し、すべての対象者が本人の状態に応じた画一的な支援を受けることができるよう
にする。
・高齢者の暮らしに関わる地域の関係者が、地域リハビリテーション活動支援事業
の事例を通じて「自分らしい暮らし」を理解し、その実現に向けた検討、課題抽出
を行う。（地域ケア会議）

参加者
地域包括支援センター・リハビリ専門職・生活支援コーディネーター・薬剤師（薬
剤師会から周知）
※今後拡大を図る予定

抽出された課題
☑ サービス終了後のつなぎ先が限られてること
☑ 移動支援（足）の問題
☑ 家族など周囲の人がサービス依存的であること
☑ 医療リハビリと本事業及び介護リハビリとの連携
☑ 多剤服用の問題



事例の共有と検討
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自立した自分らしい暮らしを送るためにはどうしたらいいか
を考える

・みんなで考える（それぞれの視点、専門性を活かす）
・ケースで考える（ケアプランの修正✖）

点の支援を面に広げる

・アセスメント同行訪問をより活用するためには
・どのケースでも自分らしい暮らしが目指せるように支援するには

目 的
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事例の共有と検討

保健師・看護師：想定される医療上のリスク

社会福祉士：権利擁護的な視点

主任ケアマネジャー：自立支援の視点、サービスについて

リハビリ専門職：予後の予測、機能改善について、生活上の注意

薬剤師：服薬内容や症状のコントロールについて

多職種の役割


